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資料1



1 医療と介護のありたい姿の評価指標検討部会

の実施状況 （評価部会）

部 会 内 容

第1回部会

（令和3年8月2日）

協議内容

・ありたい姿の指標・KPI設定について
・高齢福祉課アンケート分析について

≪実態把握調査≫
介護保険認定者に対す
るアンケート調査

≪対象者≫介護保険更新申請者
≪実施時期≫令和3年10月～
≪調査内容≫介護保険サービスの満足度・幸福度・介護者
の介護負担感・在宅医療の認知度

第2回部会

（令和3年12月3日）

協議内容

・ありたい姿の内容・指標・KPI設定について
・成果と課題について
・次年度の方向性について



2 在宅医療介護啓発講座の企画・実施・評価部会

の実施状況 （啓発講座部会）

部 会 内 容

第1回部会

（令和3年7月12日）

協議内容

・啓発講座部会の内容について
・開催方法
・啓発講座スケジュールについて

オンライン講座配信

令和3年11月21日開始

再生回数 367件

（12/13現在）

「住み慣れた家で自分らしく過ごすために～つくばの在宅医療～」

・つくば市の在宅医療について 成島 淨先生

・はじめての在宅医療① わが家がいちばん 柴原 健先生

・はじめての在宅医療② 自宅で迎える命の終わり 有田 圭介先生

≪周知方法≫ 広報紙（H4.1月号）・市ホームページ
市公式ツイッター・市長ツイッター・つくばファンクラブ
市民窓口課広告モニター・医療機関へのポスター、チラシの
配布・認知症支援メールで配信

第2回部会

（令和3年11月1日）

協議内容

・動画視聴
・成果と課題
・次年度の方向性について



3 医療･介護専門職への研修の企画･実施･評価部会

の実施状況 （研修部会）

部 会 内 容
第1回部会

（令和3年7月15日）
協事内容
・研修内容の検討

研修会①
（令和3年9月21日）
参加人数：57人

≪演題≫「地域リーダーに求められる家族支援の視点につい
て」～家族支援につなげる仕組みを考える～
≪講師≫茨城県ひきこもり相談支援センター 浅沼 秀司氏

つくば市障害者地域支援室 福田 学氏

第2回部会

（令和3年11月11日）

協議内容

・研修会①の振り返り
・研修会②の計画について

研修会②予定
（令和4年2月15日）

≪演題≫仮 本人・家族に寄り添う意思決定支援とグリーフケア

≪講師≫浄土真宗 恵光寺僧侶 宗﨑 知子氏（公認心理師）

第3回部会

（令和4年2月15日）

協議内容

・研修会②の振り返り
・成果と課題
・次年度の方向性について



4 専門職向け意見交換の企画・実施・評価部会

の実施状況 （意見交換部会）

部 会 内 容

第1回部会

（令和3年8月18日）

協議内容

・意見交換会の内容と開催方法についての検討
医療関係者との意見交換会
連携ツールに関する意見交換会→実態調査に変更

病院関係者との
意見交換会

（令和3年10月20日）

参加人数：27人

≪テーマ≫「病院と在宅の連携に関する意見交換会」
～退院前情報共有チェックリストの活用促進に向けて～

≪参加職種≫地域包括支援センター.在宅介護支援センター職
員・退院支援調整看護師・ソーシャルワーカー・ケアマネ
ジャー連絡会の代表

第2回部会

（令和3年12月10日）

協議内容

・病院関係者との意見交換会の振り返り
・成果と課題
・次年度の方向性について



5 情報集約･情報発信検討部会の実施状況（情報発信部会）

部 会 内 容

第1回部会

（令和3年8月2日）

協議内容
・市ホームページ掲載内容について
・ミニ知識・サービスマップ・ハートページ見直しについて
・ICTを使った情報連携について
・健康フォーラムつくば+のテーマについて

≪実態把握調査≫

①ICTを使った情報連携
②ミニ知識の活用に関
する調査
（10月～11月）

≪調査対象≫
①医師、訪問看護師、ケアマネジャー、退院支援調整部門の看
護師及びソーシャルワーカー
②ケアマネジャー、退院支援調整部門の看護師及びソーシャル
ワーカー
≪実施方法≫茨城電子申請システムを活用

第2回部会

（令和3年11月22日）

協議内容
・実態調査結果について
・成果と課題
・次年度の方向性について

ホームページの改修
◇トップページにバナーを設置
◇掲載内容を市民向けと専門職向けに分け掲載
◇厚生労働省作成のACP（人生会議）・「仕事と介護の両立」
のページのリンクを掲載



6 お薬手帳、エチケットと退院前情報共有チェック
リストの活用普及啓発部会の実施状況（活用普及啓発部会）

部 会 内 容

第1回部会

（令和3年7月27日）

協議内容
・連携ツールの活用促進について
・お薬手帳、ツクツク見守りたい等の活用推進について
・連携ツール活用に向けた意見交換会について

→実態調査に変更

≪実態把握調査≫

連携ツールに関する
調査（10～11月）

≪調査対象≫病院の医師、訪問看護師、ケアマネジャー、
退院支援調整部門の看護師及びソーシャルワーカー

≪実施方法≫茨城電子申請システムを活用

第2回部会

（令和3年11月15日）

協議内容
・実態把握調査の結果について
・お薬手帳活用アンケート結果について
・わたしの大切な情報カード（お薬手帳）について
・成果と課題について
・次年度の方向性について



7 その他の実施状況

実 施 内 容

お薬手帳活用アンケート

（8月～10月）

≪目的≫
お薬手帳の利用状況調査を実施し現状を把握する
≪対象者≫ 20歳以上の市民

主任介護支援専門員研修会

（令和3年10月27日）

参加人数：51人

≪講話≫
「つくば市地域包括ケアシステムにおける在宅医療・
介護連携」 講師：地域包括支援課職員
≪グループワーク≫
「ありたい姿」の実現に向けてできること、すべきこと

・希望の最後をともに考える（意思決定支援)
・本人を第一に考えた多職種連携
・専門職のスキルアップとやりがい

つくば市出前講座

（令和４年２月17日）

≪講話≫
在宅医療と在宅介護 講師：地域包括支援課職員

エンディングノートの作成

（令和４年２月完成予定）

・広告ページを設けることで、費用をかけることなく
制作をすることができた。（1,000冊発行）
・冊子名：「わたしの生き方ノート」

～これまでの自分とこの先の自分へ～


